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ウィ）レルム・バyクハウス（ピアノ）

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

指揮：カール・ベーム

WILHELM BACKHAUS (piano) 

with THE VIENNA PHILHARMONIC ORCHESTRA 

conducted by KARL BOHM 

バックハウス／ ベ ー ム ／ ウ ィ ー ン ・ フ ィ ル

門馬直美

疇バックハウス は、 1884年 3月26日にライプツィヒで生まれた 。7オのときから15オのときまで、

ライプツィヒでアロイス ・レッケシドルフにピアノを学び、それからすぐフランクフルトで大ピア

ニストのダルベールに師事した 。当時のダルペールは、演奏活動に忙がしくて、弟子をと っていな

か ったにもかかわらず、パックハウスの技巧にほれこんだとか、あるいはみどころがあると感じた

とかで、パックハウスを弟子にしたのだろう。

演奏家として名をあげたのは、 1900年にロンドンで成功してからのことで、その翌年には、ニキ

シュ指揮のライプツィヒ ・ゲヴァントハウス管弦楽団と協演したのだった。それからは、演奏家と

しての多忙な生活を続け、日本にも1954年にきたことがある 。教職につくのもバックハウスには向

かないらし〈て、そのような仕事をパックハウスは、ご〈短期しかしていない。実際に 、パックハ

ウスの直弟子だという高名なピアニストは 、ほとんどいないのではないだろうか。

ペームは、このパックハウスよりもちょうど10オ年下で、 1894年 8月28日にオーストリアのグラ

ーツに生まれている 。グラーツの大学で法律を学び、ドクタ ーの称号を得たい っ方で、グラ ーツ音

楽院でも勉強し、のちには、さらにウィーンの音楽院にも籍をおいた 。そのウィーン時代に 、カ ー

ル ・ムックから大きな影孵を受けたという 。1916年にグラーツ歌劇場の練習指揮者とな って、指揮

者の道を歩みはじめ、 19年にはそこの第 2楽長に昇格し、 20年には第 1楽長に就任した 。その後、

ミュンヘン、ダルムシ ュタット、ハンプルク、ドレスデンなどの歌劇場の指揮者を歴任し、 43年か

らはウィ ーン国立劇場の指揮者に就任した 。 しかし、 45年に爆撃の直撃弾で劇場は閉鎖し、ペーム

も、それに続〈戦後から客演指揮者として各国を訪問することが多くなり、ニューヨ ークのメトロ

ポリタ ン歌劇場にも何回も姿をみせた 。1953年から56年までウィ ーン国立歌劇場（場所はアン ・デ

ア・ウィ ーン劇場）総監督となり、 55年11月の新装にな った国立歌劇場の再開には、 〈フィデリオ〉

を指揮した 。やかて、 当時ウィー ンで勢力をふる っていたカラヤンにその地位を譲り、ペームは、

ウィーンやベルリンその他のフィルハーモニーや歌劇場で指揮活動を続けるようにな ったのである 。

もちろ ん、ザルップルク音楽祭やパイロイト音楽祭にも数多く出演している 。1963年秋には、ベル

リン ・ドイツ ・オペラの指揮者として来日し、翌64年には、 70オの誕生日にオーストリア政府から

ゲネラル・ム ジー クディレクト ールー （音楽総監督 ）の称号を贈られた 。

このベームの指揮のもとにこのレコ ー ドで演奏している ウィーン・フィルハーモニー は、 1842年

発足というわけで、ヨ ーロッパでも長い伝統と由緒ある風格を誇 るオーケストラに数 えら れている。

代々史上にのこるような名指揮者を、常任に迎えてきたことも大きな特徴である 。プラームスも 、

何回となくこの管弦楽団を指揮したことがある 。

いうまでもな〈ウィ ーン ・フィルは、国立歌劇場管弦楽団とな って、オペラも演奏するし、 予約

演奏会その他の演奏会 もおこなわなければならないし、演奏旅行をしなければな らないしで 、きわめ

て多忙である 。 しかし、そうしたなかで、伝統的な音色を 大切にし、典雅さを諄頂 して、つねに他

のオーケストラからは求め られないひびきと 雰囲気をつくりだす。もちろん、こ のレコ ー ドの楊合

でもそうである 。ことにベームは、国立歌劇場の指揮者の時代から、当然、こ のウィ ーン ・フィル

とは密接な関係をも っていたので、ウィ ーン ・フィルの長所を みごとに生かし ている。

曲目解説

プラ ームス (1833-1897)は、 ピアノ協奏曲を 2曲のこし ている 。その第 1番の協奏曲は、初期の

作品であ って、いろいろの変転をへながら1858年に完成 されたも のである 。第 2番の ものは 、ぞれ

よりも20年以上ものちの1881年に書きあげられたものである 。従 って、第 1番と 第 2番の協炎1111と

では、多くの点で様式上の違いがあらわれてきている 。こ の第 2協奏曲までに、 プラームスは 、第

1と第 2の交響曲のほかに、ヴァイオリン協奏曲、〈大学祝典序曲〉〈悲劇的序曲〉なども発表 してい

て、文字通りに円熟した境地にはいり、管弦楽の扱いにも熟達ぶりをみせていた 。そ れだけにプラ

ームスは、この第 2ピア ノ協奏曲に相当の野心をも ってのぞん だともいえる のである。

1878年春に、プラ ームスは、慎重な準備を重ねて、はじめて憧れの第 1回イ タ リア旅行をおこな

った。そして、帰 ってから、夏は気に入りの避暑地のペルチ ャッ ハで創作に従事した 。この ときの

主要な作品は、はじめて手がけられたヴァイオリン協奏曲であ った。イタリア旅行とこの協於1111と

は、必ずしも全然無関係とは考えられない。そして、こ の協奏曲の副産物とし て、翌年にヴT イオ

リン・ソナタ第 1番が害かれている 。プラームスとしては、 ，このイタリア旅行の途中で、ピア ／協

奏曲の作曲を思いた ったといわれ、夏に余裕があれば、ピアノ協奏 曲にまで手をのば したいと ころ

だった。

1881年にな ってす ぐに、〈大学祝典序曲〉 と関連のあるプレ スラウの大学の学位授打＾式にでかけ、

それからドイツ国内やオラ ンダ、ハンガリ ーなどへ演奏旅行をし、 3月末に、 やっと 第21111 11 Cl)イ
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,1 1) 直K,i (.・ 火」見させることができ た。そして、 5月はじめにウィーンにもどり、 5月22日から10

) j~/J 11) jで、ウィ ーン からほど近い緑の美しいプレスバウムに滞在した。このプレスバウム で苫き

い）, I・人きな1111が〈哀悼歌〉と、この第 2ピアノ協奏曲というわけである 。〈哀悼歌〉は、ヴェネッ

(,, で1'1()年IJ Jに世を去 った親友の画家フォイエルパソハを追悼する意味のもので、イタリア旅行

叫；じ粋をみせる。 それと同じように、第 2ピアノ協奏曲も、このイタリア旅行と無縁のものではな

ぃu たし かに、今回再度のイタリア訪問で、以前のイタリア旅行の印象をよみがえらせ、 一気に箪

を進めてい ったと考えられるのである 。ただし、第 1回目のイタリア旅行のあとに手がけたものが、

ヴァ イオリンのような旋律楽器を生かしたものであ ったのに対し、この第 2回 目では、合唱やピア

ノと いった和声的、対位法的なものを生かしている点に、興味ある相違が認められる 。

とにかく、この協奏曲は、プラームス独特の落ちついた重厘さをも って いるが、またイタリア旅

行と関係のある明るい朗らかさもそなえている 。プラ ームスは、この曲を、親しい人に 〈ひとつの

小さなピアノ協奏曲〉と 告げたことがあったが、これは、 プラームス好みの述説ともいうべきもの

であ って、事実は、その曲は当時の協奏曲としては珍らしく 4楽章をと った規模の大きなものとな

っている 。そして、流行の巨匠交評曲のように、ピアノを華やかに多彩に活躍させて 、けん らんと

した効果をだすというものではなくて、またピアノが管弦楽に対して威張り、管弦楽の前景に立つ

というものでもなくて、ピアノと管弦楽とが対等に扱われている 。あるいはむしろピアノを完全に

管弦楽に融合させて いるとい ったことである 。従 って、 ．と〈にピアノだけが派手に浮きあがるとい

うこともな〈、ピアノは、プラームスなりに考慮されて動いているということになる 。こうしたわ

けで、この曲は、ピアノ独奏部をもつ交響曲といわれることもある 。それにしても、このビアノは、

技巧的に平易なものではな(,。それどころか、技巧上からみても、この曲は古今のピアノ協奏曲の

なかでの難曲にぞくするものであり、なかでも堂々とした力感のために、完全に奏するには女性ピ

アニストには無理だとさえもいわれている 。そうした点からも、この曲は大家リストから気にいら

れこの曲の楽譜をプラームスに丁重に所望したという理由が知られるのである 。

公開の初浪は、 1881年11月9日にプタごス トでおこなわれた 。そのときのピアノはプラ ームス、

指揮はアクレザンター ・エルケルだ った。 しかし、プラームスは、曲を害きあげてからこの初演ま

での間に、マイニ ンゲンに滞在し、そこの管弦楽団でこの曲を試演し 、それに従 って補筆などもし

たのだ った。前年から、この管弦楽団の指揮者にハンス ・フォン ・ビュー ローが就任していて、プ

ラームスに、新しい作品を検討する必要があるときには、いつでもこの管弦楽団を自由に使うよう

申しでていたからである 。この管弦楽団の所有者のゲオルグ 2世公爵も、賓客としてプラームスを

迎え、プラームスのために心のこも った接待をしたのだ った。

•ー一第 1 楽章 アレグロ ・ノン ・ト ロッポ

変口長調で協奏曲風ソナタ形式をとる 。いかにもプラームスらしく力強〈重厚に書かれている 。

まず、ホルンが第 1主題を奏しはじめる 。

1 
Allegro non troppo 
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すでにこのときに、ピアノが美し〈絡んで〈る 。木管：がこれを発展させたあと、ピア ノがカデン

ツrでそれを飾リた てる 。それから竹弦楽だけとなり、第 1上題を扱い、短い経過句で少 し気分が

ゅるんで〈ると 、ヴァイオ リンが第 2じ題を歌うように表梢翌かに於しだす。
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弦楽が第 1主題を壮大にだすと、展開部がはじまったことになる。すぐそれに続いて第 2主題がだ

される。こうして 、両主題は縫れ合 ってゆき、展開されてゆ〈わけである 。ピアノが間もな〈加わ

り、力強〈情熱的にな って、小結尾の歯切れのいい楽句も展開の材料に加える 。ピアノは、このぁ

たりで、きわめて技巧的に動き廻 って いる 。第 1主題の動機がは っきりと姿をみせはじめてから間

もなく再示部となり、第 2主題の再現ののちに、ピアノの短いカデンツァがくる 。それから結尾と

なり、この楽章は、力を盛りあげてい って結ばれるのである 。

•-―第 2 楽章 アレグロ ・アパッショ ナー ト

ニ短調で3部形式。明記されてはいないが、この楽邸はスケルツォに相当し、しかも精力的でも

あり、情熱的でもある 。ピアノによ ってはじまる動的な主題と、弦にでる優美な主題とをこの楽章

の主要材料とし、 互いにはっきりと対比させている 。管弦楽でクライマックスを築いてゆ〈と、ス

タッカー トの新しい主題がでて、中間部がはじま る。この中間部では、ホルンの活躍も目立 ってい

る。その後、ピアノに埒かれて第 3部がはじまり、第 1部の材料を扱 って、この楽章は終わる 。

● 第 3楽章 アンダンテ

変口長調で3部形式に従う 。ロマン的な情感にあふれ、北ドイツ的な重厚さのなかにイタ リア的

な明るさを加えた典雅な楽章ということかでぎる 。チェロ独奏を重視しているのも、この楽章の特

徴ともいえる 。チェロ独奏かヴィオラと低弦の美しい対位法を伴って、主題を綿々とくりひろげて

ゆく 。間もな 〈、ピアノが愛らしい音型ではい ってきて、ピアノだけによるこの音型の発展となる 。

ついで、以上の種の材料を展開風にピアノと管弦楽が扱 ってゆ〈 。速度がピウ ・アダージョ に落ち

て、ピア ノとクラリネットがなごやかに絡みあい、曲は嬰へ長調の中間部にはいる 。この中間部は

ごく短い。このクラ リネ ソ トの旋律〈楽譜3a〉が1878年作の歌曲 〈死の憧れ〉（作品86の6)の後半

部の旋律〈楽譜3b〉の引用であるのも面白い。

3a Piu Adagio 
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3b 
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なお、この中問部にはいる前に、オーケストラのパートの楽譜と、ピアノ独奏の楽譜との調子記

号が違っているのも、当時として珍らしい（オーケストラはフラット 2、ピアノはフラット 5)。中

間部か終わり、速度がもとにもどると 、第 1部の冒頭の主題が弦であらわれる。今度は、ピア ノを

効果的に精巧に加えてゆく 。そして、しばらくしてピアノの例の音型がでたのちに、この楽章は、

静かに余情をたたえながらピウ ・アダージ ョで終わる 。

この楽章の冒頭の独奏チェロの主題は、のちに作品105の2の歌曲〈私の眠りはいよいよ浅く〉に

自由な形で引用された 。

•ー一第 4 楽章 アレグレット ・グラツィオーソ

変口長調でロ ン ド形式をとる 。ピアノによる軽妙な舞曲風な主要主題ではじまる 。

4 Allegretto grazioso 
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